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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　籾を貯留する籾貯留ホッパ（１）と、籾を脱ぷするインペラ羽根（１７）を内装する脱
ぷ部（２）と、脱ぷ部（２）で脱ぷされた籾と玄米との混合米を搬送する混合米案内筒（
１８）と、混合米案内筒（１８）で搬送された混合米を拡散する拡散室（２０）と、拡散
室（２０）で拡散された混合米を風選して籾殻を除去する風選部（５）と、風選部（５）
で風選された混合米を籾と玄米とに選別する選別部（４）とを設けるインペラ式籾摺選別
装置において、
　前記拡散室（２０）内には混合米案内筒（１８）で搬送された混合米が衝突する拡散板
（２１）と、拡散板（２１）で拡散した混合米が風選部（５）に向かって流下する流下板
（２２）とを設け、
　前記混合米案内筒（１８）の排出口（１８ｄ）を拡散室（２０）の天井部（２０ａ）で
かつ拡散板（２１）に対向する位置に設け、
　流下板（２２）は流下始端側の第一流下板（２２ａ）と流下終端側の第二流下板（２２
ｂ）とを設け、第二流下板（２２ｂ）の傾斜角度を第一流下板（２２ａ）の傾斜角度より
緩やかに形成し、
　拡散板（２１）は第一流下板（２２ａ）の上方に配置する構成とし、
　第二流下板（２２ａ）の終端部と対向する位置に、混合米受板（３６）を垂下して設け
たことを特徴とするインペラ式籾摺選別装置。
【請求項２】



(2) JP 5114989 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

　拡散室（２０）の側壁で、かつ拡散板（２１）の側方と対向する位置に点検蓋（６０）
を設けたことを特徴とする請求項１記載のインペラ式籾摺選別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインペラ式の脱ぷ装置を備える籾摺選別装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１にはインペラ式の籾摺装置と揺動選別装置とを設けた籾摺選別装置について
記載されている。
【特許文献１】特開２００１－２５２５７７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１の籾摺選別機においてはインペラ部で脱ぷされた混合米が拡散室の側方から
供給され略垂直状に配置している減速板に衝突して拡散室内に拡散し、拡散された混合米
が隣接する風選室に供給され風力選別がなされる。この構成によると、インペラ籾摺装置
から混合米と共に排出される風が側方に隣接する風選室方向に向かって排出されるために
、風選室内に強い風が入り込み、風選室における風選精度の低下につながる。
【０００４】
　本発明は風選精度の良好なインペラ式の籾摺選別装置にすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するために以下のような技術的手段を講じた。
　すなわち、請求項１記載の発明は、籾を貯留する籾貯留ホッパ（１）と、籾を脱ぷする
インペラ羽根（１７）を内装する脱ぷ部（２）と、脱ぷ部（２）で脱ぷされた籾と玄米と
の混合米を搬送する混合米案内筒（１８）と、混合米案内筒（１８）で搬送された混合米
を拡散する拡散室（２０）と、拡散室（２０）で拡散された混合米を風選して籾殻を除去
する風選部（５）と、風選部（５）で風選された混合米を籾と玄米とに選別する選別部（
４）とを設けるインペラ式籾摺選別装置において、
　前記拡散室（２０）内には混合米案内筒（１８）で搬送された混合米が衝突する拡散板
（２１）と、拡散板（２１）で拡散した混合米が風選部（５）に向かって流下する流下板
（２２）とを設け、前記混合米案内筒（１８）の排出口（１８ｄ）を拡散室（２０）の天
井部（２０ａ）でかつ拡散板（２１）に対向する位置に設け、流下板（２２）は流下始端
側の第一流下板（２２ａ）と流下終端側の第二流下板（２２ｂ）とを設け、第二流下板（
２２ｂ）の傾斜角度を第一流下板（２２ａ）の傾斜角度より緩やかに形成し、拡散板（２
１）は第一流下板（２２ａ）の上方に配置する構成とし、第二流下板（２２ａ）の終端部
と対向する位置に、混合米受板（３６）を垂下して設けたことを特徴とする。
【０００６】
　籾貯留ホッパ（１）の籾は脱ぷ部（２）に供給されインペラ羽根（１７）で脱ぷがなさ
れる。そして、インペラ羽根（１７）で脱ぷされなかった籾と脱ぷされた玄米との混合米
は混合米案内筒（１８）を通過し、拡散室（２０）の天井部（２０ａ）に設ける混合米案
内筒（１８）の排出口（１８ｄ）から排出され、対向して設ける拡散板（２１）に衝突し
て拡散室（２０）内に拡散し、流下板（２２）を流下して風選部（５）に供給される。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１記載の発明によると、混合米案内筒（１８）の排出口（１８ｄ）から混合米と
共に排出されるインペラ羽根（１７）の回転で発生する風が混合米と同様拡散板（２１）
に衝突し、拡散室（２０）内に拡散される。第一流下板（２２ａ）から第二流下板（２２
ｂ）に沿って流れる混合米は、混合米受板（３６）で衝突して風選部（５）に流入する。
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【０００８】
　混合米案内筒（１８）の排出口から混合米と共に排出されるインペラ羽根（１７）で発
生する風は拡散板（２１）に衝突して風の勢いを低減させ、拡散室（２１）内で拡散され
てから風選部（５）に流入するため、風選部（５）における風選別精度への悪影響を少な
くすることができる。
【０００９】
　また、流下始端側の第一流下板（２２ａ）では混合米の流下を促進させることで拡散室
（２０）内に混合米が滞留するのを防止すると共に、流下終端側の第二流下板（２２ｂ）
では混合米の流下速度を抑制させながら風選部（５）に供給することで風選部（５）での
風選精度を向上させることができる。
【００１０】
　請求項２記載の発明によると、拡散室２０側部を開口し、拡散板２１の交換作業や流下
板２２の清掃等のメンテナンスを行えるようにしている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　発明を実施するための最良の形態として、揺動選別装置を備えたインペラ式の籾摺選別
装置について説明する。
　図１は正面から見た籾摺選別装置を説明する図で、左右一側には籾を貯留する籾貯留ホ
ッパ１と、籾貯留ホッパ１より下方に設ける拡散部３と、拡散部３より下方に位置する脱
ぷ部２とを設けている。
【００１２】
　左右他側には揺動選別部４及び玄米揚穀機４３を設け、左右中央には風選部５と混合米
揚穀機３１を設けている。
　籾貯留ホッパ１の下端部には籾排出口１１を形成し、籾排出口１１には籾供給開閉シャ
ッタ１２を設ける。籾貯留ホッパ１の下端部に籾供給筒１３の始端部を接続し、斜め下方
前側に向かって形成し、籾供給筒１３の終端部を脱ぷ部２の供給口１４と接続する。
【００１３】
　籾供給筒１３は図４に示すように途中で屈曲部１３ａを形成することで籾の落下速度を
抑制して適正な量の籾を脱ぷ部２に供給する構成としている。
　籾供給筒１３内部には切換弁１５を設け、切換レバー１５ａの操作により切換弁１５の
切換えにより籾貯留ホッパ１の穀粒を脱ぷ部２か拡散部３に選択して供給する構成として
いる。麦を風選別するときには切換弁１５を拡散部３側に開放するよう切り換える。
【００１４】
　脱ぷ部２は正面視円形の脱ぷケース１６内にインペラ羽根１７を内装し、機体の前後方
向を貫通する駆動軸５０でインペラ羽根１７を横軸芯に回転する構成である。
　脱ぷケース１６の機体左右方向外側には混合米案内筒１８の案内始端部１８ａを接続し
、混合米案内筒１８の案内途中部１８ｂは拡散部３の左右側方を後側斜め上方に向かって
延びる構成とし、案内途中部１８ｂの終端側から機体左右中央側に向かって屈曲形成して
拡散部３の上方に延設し、かつ拡散部３の上方から略垂直方向下方に向かって拡散部３の
上部に接続する案内終端部１８ｃを構成している。
【００１５】
　混合米案内筒１８内は案内始端部１８ａから案内途中部１８ｂにかけて円弧状の混合米
案内板１８ｅを内装すると共に、案内始端部１８ａにはインペラ羽根１７から跳ね上げら
れた混合米を混合米案内板１８ｅ側に案内する案内ガイド１８ｆを設けている。
【００１６】
　また、混合米案内筒１８の案内終端部１８ｃはボルト等の脱着具１８ｇで案内途中部１
８ｂ及び拡散部３から脱着可能に構成することで後述する拡散板２１の上方を開口し、拡
散板２１の磨耗状態を確認したり後述する拡散室２０内のメンテナンスを行えるようにし
ている。
【００１７】
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　箱型形状の拡散部３は内部の拡散室２０に拡散板２１と、拡散板２１の下方にあって風
選部５に向かって斜め下方に傾斜して形成する流下板２２とを設けている。６０は点検蓋
で拡散部３の側壁でかつ拡散板２１の側方に対向する位置に形成しており、拡散室２０側
部を開口し、拡散板２１の交換作業や流下板２２の清掃等のメンテナンスを行えるように
している。
【００１８】
　流下板２２は流下始端側の第一流下板２２ａと流下終端側の第二流下板２２ｂとを設け
、第一流下板２２ａの傾斜角度を第二流下板２２ｂの傾斜角度より急に形成している。本
実施の形態の第一流下板２２ａの傾斜角度を２６度、第二流下板２２ｂの傾斜角度を２４
度に形成している。
【００１９】
　拡散室２０の天井部２０ａには混合米案内筒１８の排出口１８ｄを接続し、混合米案内
筒１８の排出口１８ｄの真下に風選部５側に向かって斜め下方に傾斜する拡散板２１を配
置している。拡散板２０は第一流下板２２ａの上方に位置すると共に、拡散面２１ａの傾
斜角度を第一流下板２２ａの傾斜角度よりも緩やかな１５度に配置している。
【００２０】
　第一流下板２２ａの終端部を第二流下板２２ｂの始端部に接続し、第二流下板２２ｂの
終端部に垂下して設ける風選部５の混合米受板３６を対向する構成としている。　
　風選部５は混合米受板３６の下方にあって第二流下板２２ｂから落下供給された混合米
が流下する風選部流下板２５と、斜め下がり傾斜に形成する風選部流下板２５の終端部に
は混合米が入り込む混合米樋２６と、混合米樋２６内の混合米を搬送する混合米ラセン２
７と、混合米ラセン２７の上方にあって未熟米が入り込む未熟米樋２８と未熟米樋２８内
の未熟米を搬送する未熟米ラセン２９と、風選部流下板２５の上方にあって縦方向に長く
形成する風選室Ｈと、風選室Ｈの上方に備える吸引ファン３０とを設けている。
【００２１】
　風選部５の後方には混合米ラセン２７で搬送された混合米を揚穀する混合米揚穀機３１
を設け、混合米揚穀機３１の側方には混合米を一時貯留する混合米タンク３２を設け、混
合米タンク３２の下方には揺動選別部４を設けている。揺動選別部４は混合米を籾と玄米
とに選別する多段からなる揺動選別板３３と、揺動選別板３３の籾・玄米の排出側に籾仕
切板３４及び玄米仕切板３５とを設けている。
【００２２】
　籾仕切板３４及び玄米仕切板３５の下方には選別された玄米が通過する玄米通路４０と
、選別できなかった混合米を再度混合米樋２６に循環する循環通路４１と、選別された籾
が通過する籾通路４２とを設ける。
【００２３】
　４３は選別された玄米を機外に排出する玄米揚穀機で、４４は未熟米ラセンで搬送され
た未熟米と籾通路４２を通過した籾を籾貯留ホッパ１に隣接する還元室４５に供給する還
元スロワである。
【００２４】
　図６は周波数が異なる地域に対応できるインペラ羽根１７の回転伝動構成を図示してい
る。本機モータプーリ５４と第一プーリ５５とカウンタプーリ５６とインペラ羽根回転プ
ーリ５７とテンションプーリ５８を機体背面側に設け、伝動ベルト５９を掛け回す構成で
ある。
【００２５】
　６０ＨＺ地域では伝動ベルト６２をカウンタプーリ５６に掛け、第一プーリ５５とイン
ペラ羽根回転プーリ５７の小さい径のプーリ５７ａと本機モータプーリ５４の小さな径の
プーリ５４ａとに掛け回している（実線ｒ）。
【００２６】
　５０ＨＺ地域では伝動ベルト５８をカウンタプーリ５６に掛けず、第一プーリ５５とイ
ンペラ羽根回転プーリ５７の大きい径のプーリ５７ｂと本機モータプーリ５４の大きな径
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のプーリ５４ｂとに掛け回している（一点鎖線ｓ）。
【００２７】
　次に、籾摺選別作業について説明する。
　籾貯留ホッパ１に籾を貯留し、本機モータ５１の駆動を開始し、籾供給開閉シャッタ１
２を開くと籾は籾供給筒１３を落下し脱ぷ部２の供給口１４に供給される。
【００２８】
　脱ぷ部２の脱ぷケース１６内に供給された籾はインペラ羽根１７の回転作用で脱ぷされ
ると共に、脱ぷされた混合米はインペラ羽根１７の作用で混合米案内筒１８の案内始端部
１８ａに供給され、案内ガイド１８ｆにより混合米案内板１８ｅ側に案内される。そして
、多くの混合米は混合米案内板１８ｅに沿って案内途中部１８ｂを通過し、案内終端部１
８ｃに案内され、排出口１８ｄから拡散室２０内に排出される。そして、排出された混合
米は拡散板２１の拡散面２１ａに衝突し、拡散室２０内全体に拡散される。
【００２９】
　拡散室２０内で拡散された混合米は第一流下板２２ａや第二流下板２２ｂに落下して流
下し、第二流下板２２ｂの搬送終端部から排出された混合米は混合米受板３６に衝突して
流下速度を抑制した上で風選室Ｈ内に供給される。混合米は風選部流下板２５を流下しな
がら吸引ファン３０により籾殻及び未熟米を風選室Ｈに吸引され、籾殻は排塵ファン５２
から機外に排出され、未熟米は未熟米受樋２８に供給されて未熟米ラセン２９で搬送され
、還元スロワ４４から還元室４５に還元される。
【００３０】
　籾と玄米は混合米受樋２６に供給され混合米ラセン２７、混合米揚穀機３１で搬送され
て混合米タンク３２に貯留され、順次揺動選別装置４に供給して揺動選別板３３で籾と玄
米とが選別される。
【００３１】
　選別された玄米は玄米仕切板３５で仕切られて玄米通路４０及び玄米揚穀機４３を経て
機外に排出される。そして、選別された籾は籾仕切板３４で仕切られて籾通路４２及び還
元スロワ４４を経て還元室に還元されて再度脱ぷ部２で脱ぷがなされる。分離選別できな
かった籾と玄米の混合米は混合米通路４１から混合米受樋２６に供給されて再度揺動選別
装置４に供給される。
【００３２】
　次に本実施の形態の効果について説明する。
　混合米案内筒１８の排出口１８ｄから拡散室２０に混合米と共に排出されるインペラ羽
根１７の回転で発生する風が混合米と同様拡散室２０の天井部２０ａから真下の拡散板２
１の拡散面２１ａに衝突し、拡散室２０内に拡散されて流下板２２ａに沿って流れて風選
部５に流入する。
【００３３】
　混合米案内筒１８の排出口１８ｄから混合米と共に排出されるインペラ羽根１７で発生
する風は真上方向から拡散板２１の拡散面２１ａに衝突して風の勢いを低減させ、拡散室
２１内で風の勢いを分散させてから側方に隣接する風選部５に流入するため、風選室Ｈに
おける風選別精度への悪影響を少なくすることができる。
【００３４】
　すなわち、インペラ羽根１７の風の排出方向を風選部５側に向けないことで勢いのある
風が風選部５に入り込むのを防止するものである。
　また、流下始端側の第一流下板２２ａでは傾斜角度を比較的急にして混合米の流下を促
進させることで拡散室２０内に混合米が滞留するのを防止すると共に、流下終端側の第二
流下板２２ｂでは傾斜角度を比較的緩やかにして混合米の流下速度を抑制させながら風選
部５の風選部流下板２５に供給することで、風選部流下板２５における混合米に対する吸
引ファン３０の吸引作用が良好になり、未熟米や籾殻の吸引精度を向上させることができ
る。
【００３５】
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　さらに第二流下板２２ｂから排出された混合米は一旦対向する混合米受板３６に衝突し
て落下して風選部流下板２５を流下するため、さらに混合米の流下速度及び流下量を抑制
できるため、風選室Ｈにおける籾殻及び未熟米の吸引風選精度を向上させることができる
。
【００３６】
　また、拡散板２１の拡散面２１ａを風選部５側に向けて傾けることで、拡散面２１ａに
衝突して拡散室２０内に拡散される混合米量が風選部５側に多くなるため、第一流下板２
２ａの流下始端側に混合米が滞留し難くすることができる。また、拡散面２１ａの傾斜角
度を第一流下板２２ａよりも緩やかにすることで、拡散面２１ａの混合米が衝突する面積
が狭くなりすぎることがなくなり、拡散室２０全体に拡散する作用を良好にすることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】正面から見た籾摺選別装置の内部を説明する図
【図２】脱ぷ部と拡散部を説明する斜視図
【図３】脱ぷ部と拡散部を説明する正面図
【図４】脱ぷ部と籾供給筒を説明する正面図
【図５】側面から見た脱ぷ部と混合米案内筒の内部を説明する図
【図６】インペラ羽根の伝動構成図
【図７】側面から見た混合米案内筒の内部を説明する図
【符号の説明】
【００３８】
１　籾貯留ホッパ
２　脱ぷ部
４　選別部
５　風選部
１７　インペラ羽根
１８　混合米案内筒
２０　拡散室
２０ａ　拡散室の天井部
２１　拡散板
２２　流下板
２２ａ　第一流下板
２２ｂ　第二流下板
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